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こ
の
た
び
私
、
川
嶋
直
は
公
益
社

団
法
人
日
本
環
境
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
J
E
E
F
）
の
理
事
長
を
退
任
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
2
0
1
4
年

6
月
の
J
E
E
F
総
会
・
理
事
会
で

理
事
長
に
専
任
さ
れ
て
以
来
ち
ょ
う

ど
8
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
8
年
間
、

J
E
E
F
理
事
・
監
事
の
皆
さ
ん
、

会
員
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
職
員
の
皆

さ
ん
と
、
日
本
の
世
界
の
環
境
教
育

の
推
進
に
向
け
た
働
き
が
一
緒
に
で

き
た
こ
と
を
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
間
協
力
し
て
事
業
を

進
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
行
政
、
企

業
、
団
体
の
多
く
の
皆
様
に
も
心
か

ら
の
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ど

う
ぞ
、
引
き
続
き
J
E
E
F
と
の
協

働
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

J
E
E
F
の
は
じ
ま
り

日
本
環
境
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム　
　

（
J
E
E
F
）
は
1
9
9
2
年
に
誕
生

多様な人の集まり 
としての 

退任の挨拶 

（ 広  場 ）
川嶋 直

フォーラム

し
ま
し
た
。
1
9
8
7
年
か
ら
毎

年
秋
に
山
梨
県
清
里
の
キ
ー
プ
協
会

清
泉
寮
を
会
場
に
開
催
さ
れ
て
き
た

「
清
里
環
境
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の

5
年
間
の
成
果
を
引
き
継
い
で
、
新

た
に
会
員
組
織
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

清
里
環
境
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
は「
５

年
経
っ
た
ら
止
め
よ
う
＝
５
年
間
は

頑
張
っ
て
続
け
よ
う
」「
５
年
の
成
果

物
と
し
て
本
を
出
版
し
よ
う
」「
現
場

の
若
い
方
た
ち
に
参
加
し
て
も
ら
お

う
」
と
い
う
３
つ
の
目
標
を
持
っ
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
５
年
間
、
毎
年

秋
に
100
名
を
超
え
る
方
た
ち
が
清
泉

寮
に
集
い
ま
し
た
。
5
回
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
終
え
た
後
、
1
9
9
2
年
7
月

に
「
日
本
型
環
境
教
育
の
提
案
」
を

小
学
館
か
ら
出
版
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
3
つ
目
の
目
標
の
「
現
場

の
若
い
人
」
は
、
募
集
条
件
に
◯
歳

以
下
と
書
く
訳
に
も
行
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
本
当
に
様
々
な
立
場
の
幅

広
い
年
齢
層
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
そ
の
も
の
が
多
様
性
の

象
徴
で
も
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

広
場
と
は

清
里
環
境
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム 

（
1
9
8
7
年
〜
1
9
9
1
年
）
で
は

事
務
局
長
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
間
良
く
電
話
で
尋
ね
ら
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
「
清
里
環
境
教
育

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
環
境
教
育
の
範
囲
っ

て
ど
ん
な
感
じ
な
の
で
す
か
？
」
と
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い
う
お
尋
ね
で
し
た
。
僕
は
頭
を
掻

き
な
が
ら
「
範
囲
と
言
っ
て
も
難
し

い
で
す
ね
〜
」
と
と
ぼ
け
続
け
ま
し

た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
は
広
場
の
こ
と

で
す
。
広
場
を
示
す
時
に
は
2
通
り

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
柵
を
作
っ
て

こ
こ
か
ら
中
が
広
場
で
す
よ
と
い
う

方
法
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
大
体
広
場

の
中
央
に
噴
水
を
置
い
て
柵
は
作
ら

な
い
方
法
。「
広
場
で
一
番
多
く
人
が

集
ま
っ
て
い
る
場
所
は
、
噴
水
の
あ

る
と
こ
ろ
だ
け
ど
、
特
に
境
が
な
い
」

と
い
う
方
法
で
す
。
私
達
は
こ
の
2

番
目
の
方
法
を
ず
っ
と
（
実
は
今
も
）

取
り
続
け
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、

い
ろ
い
ろ
な
人
が
や
っ
て
来
る
の
で

す
。
芸
術
家
も
新
聞
記
者
も
学
生
も

…「
柵
が
な
い
か
ら
自
分
は
中
心
じ
ゃ

な
い
け
ど
広
場
全
体
に
興
味
が
あ
る

か
ら
行
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
人
の

集
め
方
、
集
ま
り
方
で
す
。
こ
れ
も

多
様
な
人
が
集
ま
る
工
夫
だ
っ
た
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

理
事
長
と
し
て

J
E
E
F
が
誕
生
し
て
か
ら
今
年

で
30
周
年
に
な
り
ま
す
。
1
9
9
2

年
任
意
団
体
日
本
環
境
教
育
フ
ォ
ー

ラ
ム
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
1
9
9
7

年
に
は
環
境
庁
所
管
の
社
団
法
人
と

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
2
0
1
0
年

に
は
内
閣
府
所
管
の
公
益
社
団
法
人

日
本
環
境
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
と
法
人

格
を
変
え
て
き
ま
し
た
。

私
が
理
事
長
と
し
て
十
数
名
の

職
員
と
一
緒
に
仕
事
を
始
め
た
の
は

2
0
1
4
年
6
月
末
、
当
時
は
新
宿

5
丁
目
に
事
務
所
は
あ
り
ま
し
た
。

2
0
1
6
年
5
月
に
は
事
務
所
を
現

在
の
荒
川
区
西
日
暮
里
の
日
能
研
ビ

ル
に
移
し
ま
し
た
。
会
議
を
す
る
ス

ペ
ー
ス
も
増
え
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
こ
の
2
年
数
ヶ
月
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
配
信
業
務
が
増

え
た
こ
と
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
に
大

い
に
寄
与
し
ま
し
た
。

私
が
J
E
E
F
理
事
長
に
な
っ
た

頃
と
現
在
を
比
較
し
て
、
明
ら
か
に

ス
タ
ッ
フ
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
能

力
は
高
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
リ

ア
ル
な
対
面
の
場
で
も
、
オ
ン
ラ
イ

ン
の
場
で
も
、
研
修
や
講
座
の
場
で

も
、
会
議
の
場
で
も
、
J
E
E
F
の

ス
タ
ッ
フ
は
ほ
ぼ
全
員
が
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
役
目
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

成
果
を
上
げ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

J
E
E
F
の
持
つ
広
く
多
様
な
人
材

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
資
源
を
よ
り

活
か
し
て
ゆ
く
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
力
。
今
後
と
も
豊
富
な
人
的
資
源

と
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
ベ
ー

ス
に
、
質
の
高
い
環
境
教
育
の
企
画

と
実
践
が
で
き
る
N
G
O
で
あ
り
続

け
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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1 

日
本
環
境
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
設
立

「
日
本
型
環
境
教
育
の
提
案
」
の
出

版
に
よ
り
「
清
里
環
境
教
育
フ
ォ
ー

ラ
ム
実
行
委
員
会
」
は
目
的
を
達
成

し
、
解
散
す
る
予
定
で
し
た
。
し
か
し
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

こ
こ
で
途
切
ら
せ
る

の
は
も
っ
た
い
な
い
、

活
動
を
ぜ
ひ
続
け

よ
う
と
い
う
声
が
あ

が
り
、
任
意
団
体

と
し
て
J
E
E
F
が

発
足
し
ま
し
た
。

 

2 

機
関
誌
「
地
球
の
こ
ど
も
」
発
刊

私
た
ち
人
間
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
生
命

が
「
地
球
の
こ
ど
も
」
で
あ
る
と
い
う

想
い
か
ら
名
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。
環

境
の
分
野
で
活
躍

さ
れ
る
方
の
エ
ッ

セ
イ
や
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
、
自
然
学

校
、
教
育
現
場
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
や
海

外
の
環
境
教
育
事
情
な
ど
、
環
境
教
育

に
関
す
る
幅
広
い
情
報
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
通
算

219
号
が
発
行

さ
れ
ま
し
た
。

 

3 

「
市
民
の
た
め
の
環
境
公
開
講
座
」
開
始

企
業
と
N
P
O
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
先
駆
け
と
し
て
損
害
保
険

ジ
ャ
パ
ン
（
旧
：
安
田
火
災
海
上
保
険
）、

S
O
M
P
O
環
境
財
団
（
旧
：
安
田
火

災
環
境
財
団
）
と
の
三
者
共
催
で
ス
タ
ー

ト
。
こ
れ
ま
で
に
延
べ
約
3
万
人
に
受

講
い
た
だ
き
ま
し
た
。
30
年
目
を
迎
え

る
2
0
2
2
年
は
「
認
識
か
ら
行
動
へ

〜
地
球
の
未
来
を
考
え
る
9
つ
の
視
点

〜
」
を
テ
ー
マ
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
予

定
で
す
。

年

J
E
E
F
の
動
き
　

1
9
8
7

第
１
回
清
里
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
現
：
清
里
ミ
ー
ティ
ン
グ
）
開
催

1
9
9
2

1 

日
本
環
境
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
設
立

「
日
本
型
環
境
教
育
の
提
案
」
出
版

2
0
2
2
年
で
J
E
E
F
は
設
立
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。

1
9
8
7
年
の
清
里
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
事
務
局
を
母
体
と
し
て
始
ま

り
、
1
9
9
2
年
の
J
E
E
F
設
立
か
ら
こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ
み
を
ま
と

め
ま
し
た
。
誌
面
の
都
合
で
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
大
切
な
思
い
出
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
た
く
さ
ん
の
方
々
に
、
こ
の
30
年
支

え
ら
れ
て
き
た
の
だ
と
改
め
て
身
に
し
み
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
関
わ
り
な
が
ら
創
っ
て
き
た
こ
れ

ま
で
の
30
年
。
さ
ら
に
た
く
さ
ん
の
方
と
関
わ
り
な
が
ら
創
っ
て
い
き
た

い
こ
れ
か
ら
の
30
年
。
今
度
は
ど
ん
な
新
し
い
出
会
い（
出
来
事
）が
待
っ

て
い
る
の
か
、
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

30
周
年
の
テ
ー
マ
は
「
感
謝
を
伝
え
、
未
来
を
創
る
」
で
す
。

J
E
E
F
は
新
し
い一
歩
を
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
踏
み
出
し
ま
す
。

感
謝
を
伝
え 

未
来
を
創
る
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4 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
自
然
学
校
宣
言
」
開
催

自
然
学
校
の
果
た
す
べ
き
課
題
や

可
能
性
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
自

然
学
校
宣
言
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

自
然
学
校
を
は
じ
め
行
政
や
企
業
、

N
P
O
/
N
G
O

な
ど
か
ら
約
300
名

が
参
加
。
自
然
学

校
を
社
会
に
定
着

さ
せ
た
転
機
と
も
い

え
ま
す
。

 

5 

ジ
ャ
パ
ン
G
E
M
S
セ
ン
タ
ー
設
置

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク

レ
ー
校
内
に
あ
る
ロ
ー
レ
ン
ス
ホ
ー

ル
科
学
教
育
研
究
所
で
開
発
さ
れ

た
科
学
・
数
学
の
体
験
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
G
E
M
S
（
G
r
e
a
t 

E
x
p
l
o
r
a
t
i
o
n
s 

M
a
t
h 

a
n
d 
S
c
i
e
n
c
e
s
）
の
リ
ソ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
と
し

て
設
置
。
こ
れ
ま

で
に
日
本
語
版
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
約
35
タ
イ
ト
ル
出
版
し

た
他
、
約
千
名
の
指
導
者
（
G
E
M
S

リ
ー
ダ
ー
）
を
養
成
し
ま
し
た
。

 

6 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
事
務
所
設
置

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ボ
ゴ
ー
ル
に
現
地
事

務
所
を
設
置
。
地
域
住
民
の
生
計
向
上

と
自
然
環
境
保
全
の
両
立
を
目
指
し
、

グ
ヌ
ン
・
ハ
リ
ム
ン
・
サ
ラ
ッ
ク
国
立
公

園
で
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
や
ジ
ャ
カ

ル
タ
湾
岸
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
再
生
事
業

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
次
世
代

を
担
う
環
境
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、

N
G
O
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ・
プ
ロ
グ
ラ
ム
i
n
イ
ン
ド
ネ
シ
ア（
主

催
：
S
O
M
P
O
環
境
財
団
）
の
現
地
事

務
局
を
2
0
1
9
年
か
ら
担
当
し
て
い

ま
す
。

1
9
9
3

2  

機
関
誌
「
地
球
の
こ
ど
も
」
発
刊

3 「
市
民
の
た
め
の
環
境
公
開
講
座
」
開
始

「
ア
メ
リ
カ
ン
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
発
刊

1
9
9
4

「
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
入
門
」
出
版

1
9
9
6

4  

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
自
然
学
校
宣
言
」
開
催

1
9
9
7

環
境
庁
所
管
「
社
団
法
人
」
へ
移
行

2
0
0
0

「
自
然
学
校
指
導
者
養
成
講
座
」
開
始

「
日
中
韓
環
境
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
T
E
E
N
）」
開
始

「
日
本
型
環
境
教
育
の
提
案
」
改
訂
新
版
出
版

2
0
0
1

5  

ジ
ャ
パ
ン
G
E
M
S
セ
ン
タ
ー
設
置

2
0
0
2

6 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
事
務
所
設
置

2
0
0
4

J
E
E
F
憲
章
制
定

2
0
0
5

7 

愛
・
地
球
博
「
森
の
自
然
学
校
・
里
の
自
然
学
校
」
開
校

2
0
0
8

「
日
本
型
環
境
教
育
の
知
恵
」
出
版

2
0
1
0

内
閣
府
所
管
「
公
益
社
団
法
人
」
へ
移
行

2
0
1
3

8 「
東
京
シ
ニ
ア
自
然
大
学
」
開
校

9  

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
の
事
業
開
始

2
0
1
7

設
立
25
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
環
境
教
育
の
未
来
を
考
え
る
」

開
催

10 

経
団
連
自
然
保
護
基
金
25
周
年
記
念
事
業
「
S
A
T
O 

Y
A
M
A 

U
M
I
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
開
始

2
0
1
8

11 

清
里
ミ
ー
ティ
ン
グ
が
「
環
境
大
臣
賞
」
を
受
賞

2
0
2
0

12 「
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
自
然
学
校
等
へ
の
影
響
調
査
」
を
実
施

「
第
8
回
エ
ク
セ
レ
ン
ト
N
P
O
大
賞
」
の
「
組
織
力
賞
」
を
受
賞

2
0
2
2

設
立
30
周
年



新
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
、
名
称
も

新
た
に
「
東
京

ネ
イ
チ
ャ
ー
ア

カ
デ
ミ
ー
」
と

し
て
再
ス
タ
ー

ト
予
定
で
す
。

 

9 

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
の
事
業
開
始

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
環
境
開
発
協
会

（
B
E
D
S
）
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

事
業
を
開
始
。
世
界
自
然
遺
産
で
あ

る
シ
ュ
ン
ド
ル
ボ
ン
を
中
心
に
、
天
然

は
ち
み
つ
採
集
人
の
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
や
6
次
産
業
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な

ど
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
同
様
に
地
域

住
民
の
生
計
向
上
と
自
然
環
境
保
全

の
両
立
を
目
指
し
た
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

経
団
連
自
然
保
護
基
金

25
周
年
記
念
事
業
「
S
A
T
O 

Y
A
M
A 

U
M
I
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

コ
ン
サ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
及
び
バ
ー
ド
ラ

イ
フ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
東
京

と
連
携
し
て
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
生
物
多
様
性
保
全
に
か
か
る
次

世
代
人
材
育
成
事
業　

S
A
T
O 

Y
A
M
A 

U
M
I
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
実
施
。
ア
ジ
ア
6
カ
国
・
地
域
に

お
い
て
環
境
教
育
教
材
や
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
発
し
約
5
万
人

に
提
供
し
た
他
、
日

本
の
ユ
ー
ス
12
名
を

イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て

派
遣
し
ま
し
た
。

清
里
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が

「
環
境
大
臣
賞
」
を
受
賞

環
境
生
活
文
化
機
構
主
催
「
持
続

可
能
な
社
会
づ
く
り
活
動
表
彰
」
に

お
い
て
、
国
際
社
会
・
地
域
社
会
へ

の
貢
献
、
環
境
教
育
お
よ
び
生
物
多

様
性
保
全
活
動
等
、
豊
か

な
環
境
を
引
き
継
ぐ
た
め
、

環
境
・
経
済
・
社
会
が
一
体

と
な
っ
た
持
続
可
能
な
社
会

づ
く
り
に
資
す
る
活
動
と
し

て
、
清
里
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が

「
環
境
大
臣
賞
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
自
然
学
校
等

へ
の
影
響
調
査
」
を
実
施

自
然
体
験
活
動
推
進
協
議
会　

（
C
O
N
E
）、
日
本
ア
ウ
ト
ド
ア
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
J
O
N
）
と
と
も
に
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
関
す

る
自
然
学
校
等
へ
の
影
響
調
査
」
を

実
施
。
コ
ロ
ナ
禍
で
存
続
の
危
機
に

直
面
し
て
い
る
自
然
学
校
の
支
援
を

目
的
に
、
関
係
省
庁
へ
の
要
望
書
提

出
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
「
自
然
学
校

エ
イ
ド
基
金
」
を
設

置
し
ま
し
た
。
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愛
・
地
球
博
「
森
の
自
然
学
校
・

里
の
自
然
学
校
」
開
校

「
自
然
の
叡
智
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

に
掲
げ
て
開
催
さ
れ
た
愛
知
万
博
に

お
い
て
「
森
の
自
然
学
校
・
里
の
自

然
学
校
」
を
開
校
。
来
場
者
に
対

し
て
イ
ン
タ
ー
プ
リ

タ
ー
が
自
然
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し

ま
し
た
。
185
日
間
の

会
期
中
に
約
54
万
人

が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
し
ま
し
た
。

 

8 「
東
京
シ
ニ
ア
自
然
大
学
」
開
校

「
自
然
や
環
境
に
つ
い
て
改
め
て
学

ん
で
み
た
い
」「
自
然
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
仲
間
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
」「
第

二
、
第
三
の
人
生
を
地
域
と
と
も
に

健
康
で
楽
し
く
過
ご
し
て
も
ら
い
た

い
」
を
目
的
に
「
東
京
シ
ニ
ア
自
然

大
学
」
を
開
校
。
2
0
2
2
年
か
ら

は
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
も
取
り
入
れ
た
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